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　　町の人口（平成２１年１月末現在）
人　口　5,661人（男2,744人・女2,917人）
世帯数　2,369世帯
平成２１年１月異動分
（出生3人 死亡13人 転入27人 転出36人）

今のこの時期は、与論島の春の兆し
を感じさせる風物詩「アオサ取り」が海
岸のあちらこちらで見られる。サトウキ
ビ収穫の合間の息抜きに、海岸の岩
や石畳に生えるアオサを掻くのもまた
楽しいものである。少し冷たい海風を
いっぱい吸い込みながらの作業は
きっと体にいいに違いない。取りたて
のアオサを味噌汁に入れ、みんなで
食べるとき、与論に住んで良かったと
思う瞬間でもある。

主な内容主な内容



　
平
成
二
十
一
年
一
月
六

日
、

与
論
小
学
校
校
庭
で

消
防
出
初
め
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
の
後
、

規

律
訓
練
が
あ
り
、

団
員
の

一
糸
乱
れ
ぬ
行
進
に
、

来

賓
の
方
々
も
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
放
水
訓

練
と
、

消
防
署
与
論
分
遣

所
員
に
よ
る
自
動
車
事
故

を
想
定
し
た
レ
ス
キ
ュ
ー

訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
一
月
十

八
日
、

琴
平
神
社
境
内
で

文
化
財
防
火
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

初
め
に
消
防

団
員
に
よ
り
琴
平
神
社
屋

根
に
放
水
訓
練
が
あ
り
、

そ
の
後
、

分
遣
所
員
の
指

導
に
よ
る
消
火
器
の
実
地

訓
練
が
行
わ
れ
、

参
加
し

た
城
こ
ど
も

会

の

児

童

が
、

一
人
一
人
真
剣
に
操

作
し
て
い
ま
し
た
。

二
○
○
九
年
　
消
防
出
初
め
式
・

　
　
　
　
　
　
文
化
財
防
火
訓
練

　情報をお寄せください
ま
ち
の

話
題

火
の
始
末

、
君
が
し
な
く
て

、
誰
が
す
る
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一
月
十
六
日
役
場
町
長

室
に
於
い
て
、

与
論
小
学

校
三
年
生
の
川
畑
葵
さ
ん

が
、

平
成
二
十
年
度
赤
土

等

流

出

防

止

対

策

ポ

ス

タ
ー

小
学
校
中
学
年
部
門

で
最
優
秀
賞
に
輝
き
、

南

町
長
よ
り
賞
状
の
伝
達
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

奄
美
地
域
赤
土
等
流
出
防

止
対
策
協
議
会
（

元
山
義

和
会
長
）

主
催
に
よ
り
、

奄
美
地
域
の
赤
土
流
失
防

止
を
図
る
た
め
広
報
啓
発

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の
日
は
、

　
平
成
二
十
一
年
二
月
三

日
（
火
）

旧
供
利
港
（

ウ

プ
ラ
）

に
お
い
て
、

鹿
児

島
県
事
業
主
体
で
実
施
さ

れ
た
地
域
振
興
推
進
事
業

（
自
然
体
験
型
観
光
施
設

「
与
論
港
」

整
備
事
業
）

の
完
成
式
典
と
祝
賀
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事

業
は
、

先
に
暫
定
運
用
を

開
始
し
た
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

整
備
事
業
に
今
回
完
成
し

た
ダ
イ
ビ
ン
グ
等
休
憩
所

施
設
整
備
・
シ
ャ

ワ
ー

・

水
道
設
備
整
備
・
道
路
整

備
を
あ
わ
せ
た
自
然
体
験

型
観
光
の
推
進
を
図
る
事

業
で
す
。
供
利
港
付
近
で

の
ダ
イ
ビ
ン
グ
教
室
や
マ

よ
ろ
ん
の
海
を
汚
さ
な
い
で
!

赤
土
等
流
出
防
止
対
策
ポ
ス
タ
ー
表
彰

　情報をお寄せください
ま
ち
の

話
題

　
自
然
体
験
型
観
光
施
設

　

「
与
論
港

」
整
備
事
業

学
校
賞
と
し
て
与
論
小
学

校
（
白
尾
克
彦
校
長
）

が

同
時
に
表
彰
さ
れ
、

二
重

の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。
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ダ
イ
ビ
ン
グ
等

休
憩
施
設
完
成

リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
等
の
体
験

型
観
光
拠
点
施
設
と
し
て

利
用
さ
れ
、

ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
に
よ
る
情
報
発
信
に
よ

り
、

観
光
P
R
に
役
立
つ

も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

式

典
で
の
テ
ー

プ
カ
ッ

ト
に

は
、

修
学
旅
行
で
与
論
に

来
島
し
て
い
た
兵
庫
県
立

小
野
高
等
学
校
の
中
杉
隆

夫
校
長
と
宮
崎
元
気
生
徒

会
長
も
出
席
し
、

華
を
添

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、

茶
花
小
学
校
の
児

童
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、

盛
大
な
式
典
と
な
り
ま
し

た
。



与論の地で世界を考える－グローバル化って何だろう？
社会は、文化はどう変わる－
講師：竹内　宏（鹿児島大学教授・異文化理解論）

詳細

日本南西地域にみる自治
公民館の意義と可能性を
社会教育学の成果から語
る。

奄美、沖縄などに固有で
重要な疾患である糞線虫
症の危険性を詳細に説明
する。

人を育み、しまを興す結い組織
“南西地域型公民館論”のルーツを探る
講師：小林平造（鹿児島大学教授・社会教育学）

最後の寄生虫病：奄美諸島の糞線虫症
講師：水上惟文（鹿児島大学教授・寄生生物学）

与論の植物でものづくり－「木育」を始めませんか－
講師：寺床勝也（鹿児島大学准教授・木材工学）
＊参加は午前、午後だけでも可。午後はフィールドへ

しまのサンゴ石でライオンをつくろう！
講師：池川　直（鹿児島大学教授・美術、彫塑）
＊会場は、31日（土）に町役場前に案内を掲示します。

2月1日
（日）

現在注目されている「木
育」の意義を語り、与論
の植物の豊かさを共に発
見します。

日時・場所

１月30日
（金）

昨年の海神ポセイドンの
馬に続き、ミコノスのラ
イオン像をみんなでつく
ります。

１月31日
（土）

１月31日
（土）

1月31日～
2月1日

ドイツ近現代文学、異文
化理解論の専門家がグ
ローバル化する世界の本
質を語る。

内容・講師

　
平
成
二
十
一
年
一
月
三

十
日
か
ら
三
日
間
に
渡
り

鹿
児
島
大
学
の
特
別
講
座

が
、
中
央
公
民
館
を
メ
イ

ン
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

講
座
は
下
記
に
よ
り
開
設

さ
れ
参
加
者
は
熱
心
に
受

講
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
鹿
児
島
大
学

　情報をお寄せください
ま
ち
の

話
題

与
論
で
特
別
講
座
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～平成20年度　地域と大学のローカルシンフォニー in与論町～

大学憲章に
基づくプロ
ジェクト事業



 
「
し
ま
の
サ
ン
ゴ
石
で

ラ

イ

オ

ン

を

つ

く

ろ

う
！
」
と
題
し
て
行
わ
れ

た
講
義
で
は
、

講
師
の
池

川
直
教
授
指

導

の

元
、

コ
ー
ス
タ
ル
リ
ゾ
ー

ト
前

に
中
学
生
や
一
般
の
方
々

が
集
い
、

楽
し
く
作
製
し

て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

昨
年
の
海
神
ポ
セ
イ
ド
ン

の
馬
に
続
き
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
、

ま
す
ま
す
ミ
コ

ノ
ス
の
雰
囲
気
を
か
も
し

だ
し
て
き
ま

し

た
。

ま

た
、

流
木
を
用
い
た
ア
ー

ト
作
製
も
大

人

気

で

し

た
。

　
一
月
十
七
日
、

第
二
十

七
回
茶
花
校
区
親
子
駅
伝

大
会
が
茶
小
前
を
ス
タ
ー

ト
し
、

品
覇
・
兼
母
・

消
費
税
減
税
措
置
を
訴
え
る
！

　情報をお寄せください
ま
ち
の

話
題

　
　
　
　
第
十
七
回
沖
永
良
部
・

　
　
　
　
与
論
地
区
議
会
議
員
大
会

　
第
十
七
回
沖
永
良
部
・

与
論
地
区
議
会
議
員
大
会

が
二
月
五
日
、

福
祉
セ
ン

タ
ー

で
開
催
さ
れ
両
島
か

ら
約
五
十
人
が
出
席
し
、

三
町
か
ら
提
出
の
あ
っ

た

「

ヘ
リ
搭
載
型
巡
視
船
の

配
備
」
「

奄
美
農
業
創
出

支
援
事
業
の
予
算
拡
大
」

「

消
費
税
の
減
免
措
置
」

の
議
題
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

つづき
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頑
張
っ
た
ね
！

第
回
二
七
回
茶
区
親

子
駅
伝
大
会

立
長
を
回
る
コ
ー

ス
で
行

わ
れ
、

茶
花
七
チ
ー

ム
・

立
長
二
チ
ー

ム

・

職

員

チ
ー
ム
の
計
十
チ
ー

ム
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

親
と

子

入

り

交

じ
っ
て
の
激
走
に
応
援
も

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。
結
果
は
一
位
職
員
、

二
位
茶
花
四
班
、

三
位
茶

花
三
班
Ａ
の
順
で
し
た
。

大
会
後
は
、

県
町
村
議
会

議
長
会
事
務
局
の
牧
雄
司

氏
を
講
師
に
迎
え
研
修
会

が
行
わ
れ
、

熱
心
な
勉
強

会
と
な
り
ま
し
た
。

休憩時に郷土料理を試食



○応募期間：２００９年４月６日（月）～２００９年５月１８日（月）

○応募資格：満２０歳から満３９歳までの日本国籍を持つ方

○派遣までの流れ：応募⇒一次選考（書類選考）⇒二次選考⇒派遣訓練⇒派遣

… 所定の応募書類（健康診断書含む）に必要事項を記入し郵送

　※５月１８日（月）必着

… 面接・語学試験・健康診断・実技試験（該当職種のみ）

○派遣期間：１年間または２年間（赴任形態：単身赴任）

○待遇等：ＪＩＣＡの規程に基づき、往復旅費、現地生活費、居住費、国内積立金等を支給

○現職参加：ＪＩＣＡでは、参加しやすい環境作りのために、企業や官庁など関係各方面に対し

　て、所属先に身分を残したまま参加する「現職参加」促進をお願いしています。

○「体験談＆説明会」：会場・日時については別紙参照

内容は、応募資料の配付、活動紹介のビデオ上映、概要説明、実際に

参加したＯＢ・ＯＧの体験発表、個別応募相談等。

〈問合わせ先〉

☆ＪＩＣＡ九州（福岡県北九州市八幡東区）TEL : 093-671-8349

☆ＪＩＣデスク鹿児島［（財）鹿児島県国際交流協会）］TEL : 099-221-6624

一次選考

二次選考

 約１４００名

農林水産、加工、保守操作、土木建築、保健衛生、教育文化、スポーツ、計画・
行政の８部門、約１２０職種

アジア、アフリカ、中南米、大洋州、中近東、計約８０カ国

募 集 人 員

募 集 分 野

派 遣 国

　
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施

　
行
者
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

お し
ら

せ コーナー

 
　
　
　
　
環
境
保
全
促
進
事
業

　
与
論
島
の
美
し
い
珊
瑚

礁
は
、

一
九
九
八
年
の
世

界
的
な
海
水
温
上
昇
に
よ

り
白
化
現
象
が
起
き
、

壊

滅
的
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け

ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ

か

け
に
し
て
、

二
〇
〇
〇
年

か
ら
毎
年
二
回
（

六
月
・

十
一
月
）

リ
ー

フ
チ
ェ
ッ

ク
と
い
う
手
法
で
調
査
を

行
っ

て

お

り

ま

す
。

近

年
、

緩
や
か
な
回
復
が
見

ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ

の
回
復
に
は
人
為
的
な
手

助
け
が
必
要
だ
と
い
う
専

門
家
の
意
見
か
ら
、

九
州

大

学

や

高

知

大

学

の

指

導
・
協
力
の
も
と
水
質
調

査

や

稚

サ

ン

ゴ

着

床

実

験
・
移
植
実
験
を
行
っ

て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

活

動

を

も
っ

と

多

く

の

方

々

に

知
っ

て

い

た

だ

き
、

自
然
環
境
保
全
活
動

に
つ
い
て
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

そ
し
て
、

も
っ

と
一

般
の
方
々
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、

珊
瑚

移

植

の

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ
ー

育
成
や
啓
発
活
動
を

本
年
度
事
業
で
行
い
ま
す

の
で
、

皆
様
方
の
ご
参
加

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
事
業
は
、

全

国
モ
ー

タ
ー

ボ
ー

ト
競
走

施
行
者
協
議
会
か
ら
の
拠

出
金
を
財
源
と
し
た
助
成

事
業
で
行
っ

て
お
り
ま
す

の
で
、

そ
の
旨
皆
様
方
に

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
商

工

観

光

課

　独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）では、平成２１年度の春募集として、下記の要領で「青
年海外協力隊」を募集します。
　青年海外協力隊とは、技術や経験を活かして開発途上国の人々と共に生活し、相互理解を
図りながら、彼らの自助努力を促進させる形で協力活動を展開していく海外でのボランティア
です。

ＪＩＣＡ「青年海外協力隊」平成２１年度春募集要領
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区　分 施設又は設備 数量 単位
組立式テント 2 張
折りたたみイス 100 脚
会議用テーブル 8 台
携帯用ワイヤレスアンプ 1 式
冷蔵庫 1 台

区　分 施設又は設備 数量 単位
組立式テント 3 張
折りたたみイス 100 脚
会議用テーブル 8 台
携帯用ワイヤレスアンプ 1 式
イス台車 4 台
ハンディカラオケセット 1 セット
ワイヤレスマイク 2 本
マイクスタンド 2 本
カセットデッキ 1 台
MDデッキ 1 台
プラズマテレビ 1 台
VHS一体型DVDレコーダー 1 台
集落用のぼり旗 1 セット
ゲートボール用品 1 セット
グランドゴルフ用品 2 セット
携帯用ワイヤレスアンプ 1 セット
調理用大釜セット 1 セット
かき氷機セット 1 セット
クーラーボックス 1 台

式

 
一
般

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
敬
老
会
そ
の
他

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
事

体
育
・
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
活
動

ウッドデッキ・テーブル・ベン
チ製作設置

1

お し
ら

せ コーナー

平成２０年度　コミュニティ助成事業実績報告

西区自治公民館

那間自治公民館

敬老会で活用された助成備品（テン
ト・かき氷機・音響・机・イス等）

平成２０年度コミュニティ助成事業（財団法人自治総合センターが宝くじの普及広報事業としてコ
ミュニティ活動に助成）により西区自治公民館と那間自治公民館に次の備品が配備されました。

西区公民館の庭にコミュニティ広場と
して設置されたウッドデッキ・テーブ
ル・ベンチ

  ７  ＹＯＲＯＮ



お し
ら

せ コーナー
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お し
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せ コーナー
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設備
1.85～3.05％
運転

2.50～3.50％

観光業
（民宿、ホテル、遊漁船、ダイ
ビング、観光ガイド、土産品製
造等）

設備資金
運転資金

   個人・法人

　   　  4,800万円

 設備　10年

 運転   7年

設備
1.85～2.85％
運転

2.50～3.50％

奄美の特産品製造・販売業
（大島紬、黒糖焼酎、黒糖、そ
の他奄美の特産品、地域資源を
活用した産業に必要な資金）

設備資金
運転資金

   個人・法人

　　     7,000万円

設備10～15年

 運転   7年

2.50%

農林水産物の流通加工業
（流通・加工に必要な設備及び
事業に必要な資金）

設備資金
運転資金

   個人・法人

　　     4,800万円

 設備　10年

 運転   7年

設備
1.85～2.85％
運転

2.50～3.50％

農業・林業・水産業
（飼料・肥料・種苗購入、買掛
金支払等事業に必要な資金）

運転資金
　 個人・法人

　　 　  4,800万円
 7  年

 1.70～1.85％

水産業
（漁船取得・改造、装備購入、
養殖施設整備、共同利用施設
等）

設備資金
個人  2,000万円

法人  4,000万円
 5～10年  1.85～2.35％

林　業
（樹苗、椎茸、木材生産加工）

設備資金
個人  　500万円

法人    800万円
 5　年

貸付利率

農　業
 （サトウキビ、畜産、果樹、野
菜、花き・園芸等）

設備資金
個人  1,000万円

法人  1,500万円
 5～15年 1.85%

貸付対象事業 資金使途 貸付の限度額 貸付期間

お し
ら

せ コーナー

   奄 美 群 島 振 興 開 発 基 金 か ら の お 知 ら せ

■奄美基金は、奄美群島の産業振興を図るため、融資業務・保証業務により事業者の方々への事
業資金の円滑な供給に努めています。

                ★★奄美基金の主な融資制度のご案内★★

※貸付金利は、平成20年12月10日現在のものです。
※貸付期間及び貸付利率は資金使途などにより異なります。
※融資にあたっては所定の審査が必要となります。

■保証業務は、事業者の方々が金融機関から借入を行う際に、奄美基金が信用保証を行うこ
とで円滑な資金供給を支援する制度です。（奄美基金、各金融機関、各商工会等へお問い合
わせ下さい。）

　■お問い合わせ先

　独立行政法人　奄美群島振興開発基金　沖永良部事務所
  〒891－9112　 大島郡和泊町和泊１２２５
  電話番号      0997-92-1314  ＦＡＸ  0997-92-2511
  ＨＰアドレス　http://www.amami.go.jp   Ｅメ－ル　kikin@amami.go.jp
  （Ｅメールからもご相談を受け付けていますので、ご利用下さい。）
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わ
私 が 町

こ
の
人

  薬 草 研究  山  悦子さん
  きび酢製造　喜山弘充さん

　
与
論
町
叶
に
お
住
ま
い

の
山
悦
子
さ
ん
は
、

こ
れ

ま
で
四
十
年
間
に
わ
た
り

薬
草
の
研
究
を
行
っ

て
お

り
、

二
〇
〇
七
年
に
は
「

  11  ＹＯＲＯＮ

与
論
島
の
薬
草

　
　
商
品
化
に
期
待

　
　
商
標
登
録

与
論
島
薬
草
一
覧
」

を
発

行
す
る
な
ど
、

精
力
的
に

活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
は
、

申
請

し
て
い
た
商
標
登
録
が
認

可
さ
れ
左
記
の
登
録
証
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
「

与

論
島
薬
草
一
覧
」

に
は
、

一
二
八
種
の
薬
草
名
と
そ

の
薬
用
効
果
や
利
用
法
な

　
二
〇
〇
九
年
一
月
二
〇

日
鹿
児
島
県
新
加
工
食
品

コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
、

株
式
会
社
創
ｉ
ｎ
ｇ
（

代

表
取
締
役
喜
山
弘
充
）

出

展
の
よ
ろ
ん
島
き
び
酢
が

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
は
昨
年
三
月
の

鹿
児
島
県
新
作
観
光
土
産

ど
が
記
載
さ
れ
て
あ
り
ま

す
。

こ
の
度
の
登
録
商
標

は
、

お
茶
・
調
味
料
・
香

辛
料
・
菓
子
・
パ
ン
の
製

造
販
売
に
左
記
デ
ザ
イ
ン

を
パ
ッ

ケ
ー

ジ
化
し
与
論

島
の
薬
草
関
係
の
商
品
化

や
宣
伝
効
果
に
一
役
買
う

も
の
と
、

期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

品
コ
ン
ク
ー

ル
で
の
優
秀

賞
に
続
い
て
の
ダ
ブ
ル
受

賞
と
な
り
、

大
変
喜
ば
れ

て
お
り
ま
す
。

さ
と
う
き

び
酢
は
、

他
の
食
酢
と
比

較
し
て
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、

鉄
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

カ

リ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル

が
豊
富
に
含
ま
れ
、

老
化

予
防
・
健
康
維
持
効
果
が

期
待
で
き
る
と
し
て
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

喜
山
氏
は
今
回
の
受
賞
報

告
で
与
論
島
に
浮
遊
す
る

酵
母
菌
・
酢
酸
菌
さ
ら
に

与
論
島
の
自
然
に
感
謝
し

た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

祝
　
優
秀
賞
受
賞
　

（
よ
ろ
ん
島
き
び
酢

）

　
鹿
児
島
県
新
加
工
食
品
コ
ン
ク
ー
ル



立長 西長一さんのマンゴーの花（３５年前植栽）
）

茶花 裾分正義さん庭の寒緋桜
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